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千
田
　
二
郎

同
志
社
大
学
工
学
部
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
教
授
／
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
研
究
セ
ン
タ
ー
長

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
拠
点

同
志
社
大
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換

研
究
セ
ン
タ
ー
の
す
べ
て

二
十
一
世
紀
を
支
え
る
わ
が
国
の
科
学

技
術
戦
略
の
柱
と
し
て
、「
Ｉ
Ｔ
（
情
報
通

信
）
」
「
バ
イ
オ　（
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
）
」

「
ナ
ノ
テ
ク
」
、　
そ
し
て　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー　
（
環

境
）
」　
の
四
分
野
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
同
志
社
大
学
で
は
、
持
続
発
展
が
可

能
な
資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

ま
す
ま
す
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
に
注
目
。
自
動
車
の
内
燃
機
関

や
家
庭
用
の
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
一

般
産
業
用
の
発
電
装
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
シ
ス
テ
ム
の
高
効
率

化
、
お
よ
び
次
世
代
型
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン　
（
廃
棄
物
ゼ
ロ
）　
の
究
明
を
行
う
た
め

に
、
昨
年
四
月
に
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
研

究
セ
ン
タ
ー
』
を
開
設
し
、
本
年
三
月
に

は
研
究
の
た
め
の
建
物
「
光
喜
館
」
も
完

成
し
ま
し
た
。

当
研
究
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
の
一
つ
は
、

機
械
系
（
エ
ン
ジ
ン
シ
ス
テ
ム
）、
化
学
系

（
燃
料
電
池
）
、
電
気
系
（
キ
ャ
パ
シ
タ

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電
力
の
貯
蔵
技
術
）
）
の

各
分
野
の
研
究
者
が
参
画
し
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
独
立
し
て
行
わ
れ

て
い
た
研
究
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
つ
の
拠
点

に
融
合
し
、
よ
り
有
効
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
と
環
境
保
全
を
実
現
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
同
志
社
大
学
以
外
に
も
、
京
都

大
学
な
ど
国
立
の
大
学
や
研
究
機
関
、
ア

メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
研
究
機
関
、

ま
た　
（
株
）　
堀
場
製
作
所
や
ヤ
ン
マ
ー　
（
株
）

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
計
測
・
エ
ン
ジ
ン
機
器

メ
ー
カ
ー
と
共
同
研
究
を
進
め
て
お
り
、

実
際
の
市
場
化
を
視
野
に
入
れ
た
実
用
性

の
高
い
研
究
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

高
効
率
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
シ
ス
テ
ム
研
究

自
動
車
な
ど
の
内
燃
機
関
（
デ
ィ
ー
ゼ

ル
、
水
素
、
天
然
ガ
ス
等
）
、
燃
料
電
池
、

空
調
機
（
冷
凍
機
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
）
の

高
効
率
化
と
低
公
害
化
の
研
究
を
行
い
ま

す
。
窒
素
酸
化
物
や
す
す
の
発
生
が
少
な

い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
や
、
低

燃
費
・
高
出
力
の
次
世
代
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
カ
ー
の
基
礎
研
究
な
ど
、
機
械
系
と
化

学
系
の
研
究
者
が
中
心
と
な
っ
て
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
研
究

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
過
程
で
排
出
さ
れ

る
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
排
気
ガ
ス
）
を
ゼ
ロ

化
す
る
究
極
の
研
究
で
す
。
例
え
ば
、
水

素
燃
料
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
は
走
行
時

は
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
が
、
水
素
や

空
気
は
二
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
こ
れ
ら
の

製
造
過
程
で
Ｃ
Ｏ　２
や
有
害
廃
棄
物
を
排
出

し
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
反
応
動
力
学
を
使
っ
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
変
換
過
程
の
ケ
ミ
カ
ル
な
プ
ロ
セ
ス
解

明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

燃
料
サ
イ
ク
ル
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
研
究

最
近
、
キ
ャ
パ
シ
タ
（
コ
ン
デ
ン
サ
）

共
同
研
究
機
関
　
18
機
関

京
都
大
学
大
学
院
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
研
究
科

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科

神
戸
大
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科

東
北
大
学
流
体
科
学
研
究
所

岡
山
大
学
工
学
部

舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校

株

堀
場
製
作
所
エ
ン
ジ
ン
計
測
部

ヤ
ン
マ
ー

株

株

前
川
製
作
所

株

フ
ェ
ロ
ー
テ
ッ
ク

シ
ス
メ
ッ
ク
ス

株

財

日
本
自
動
車
研
究
所

独

交
通
安
全
環
境
研
究
所

独

国
立
環
境
研
究
所

米
国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
マ
デ
ィ
ソ
ン
校
エ
ン
ジ
ン
研
究
所

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ア
ー
バ
イ
ン
校

英
国
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
カ
レ
ッ
ジ
工
学
部

中
国
北
方
交
通
大
学
磁
性
液
体
研
究
所

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る

四
つ
の
研
究
テ
ー
マ

循
環
型
社
会
に
向
け
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
を
研
究

特集-1-



特集 次世代エネルギー研究拠点　同志社大学エネルギー変換研究センターのすべて

エネルギー変換研究センター　研究者14名

藤本　　元　ゼロエミッション化のための燃焼過程の化
学反応動力学解析とシステム化

千田　二郎　エンジンシステム内の高効率・低エミッシ
ョン燃焼法の開発

千田　　衞　コジェネレーションシステムの熱工学的解析

稲岡　恭二　高効率エンジン排熱回収・熱電変換システ
ムの開発

水島　二郎　エネルギー変換過程における反応性流体の
流体力学解析

平田　勝哉　燃料電池および排気触媒内部のガス流動解析

舟木　治郎　排気触媒内のガス流動解析

高野　　頌　微粒子の動力学的解析手法の開発と時空間
構造計測法の確立

稲葉　　稔　高効率中温域燃料電池用プロトン導電性固
体電解質の開発

伊藤　靖彦　高耐久性軽量水素吸蔵材料の開発とエンジ
ンシステムへの適用

盛満　正嗣　電気化学触媒に関する研究

山口　博司　電磁流体を用いた高効率熱輸送システムの開発

白川　善幸　固体電解質材料の高プロトン伝導機構に関する
量子化学計算シミュレーション

原田　和郎　安定電力供給型キャパシタ制御、電力と熱
の効率的マネジメント制御

に
よ
る
電
力
貯
蔵
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
来
の
バ
ッ
テ
リ
ー
に
替
わ
っ
て
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
や
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
応
用
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
の
研
究

の
ほ
か
、
電
磁
流
体
・
磁
性
流
体
（
磁
力

を
帯
び
て
特
別
な
機
能
を
持
っ
た
流
体
）

を
使
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
・
輸
送
が
実

現
で
き
な
い
か
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
機
器
の
最
適
化

Ｌ
Ｃ
Ａ
評
価
研
究

例
え
ば
、
電
気
や
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
の
二
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
の
よ
う
な
プ

ロ
セ
ス
で
作
る
の
か
、
あ
る
い
は
各
種
エ

ネ
ル
ギ
ー
変
換
シ
ス
テ
ム
を
最
適
に
使
用

す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

Ｌ
Ｃ
Ａ　（
ラ　
イ　
フ　
サ　
イ　
ク　
ル　
ア　
セ　
ス　
メ　
ン　
ト　
）　

と　
呼
ば
れ
る
手
法
を
用
い
て
、
環
境
負
荷

や
そ
の
影
響
を
定
量
的
に
評
価
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。　
国
土
交
通
省
の
交
通
安
全

環
境
研
究
所
な
ど
と
共
同
で
、　
Ｐ
Ｍ　
（
燃
料

が
燃
え
切
ら
ず
に
出
る
ナ
ノ
微
粒
子
）
の

測
定
基
準
の
研
究
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
、

七
つ
の
実
験
室
と
一
〇
の
ラ
ボ
（
研
究
分

野
）
が
あ
り
、
各
テ
ー
マ
に
応
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
大
型
研
究
設
備
や
実
験
装
置
を
整

備
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
地
階
に
あ
る

「
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
・
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
シ
ス
テ
ム
」
も
そ
の
一
つ
。
天
然
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
を
使
う
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
機
器
と
二
酸
化
炭
素
を
冷
媒
に
使
う
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ　
（
エ
コ
ア
イ
ス
）　
を
組
み
合
わ

せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
シ
ス
テ
ム
で
、
最

大
発
電
量
は
二
〇
〇
kw
。
研
究
セ
ン
タ
ー

の
あ
る　
「
光
喜
館
」　
の
電
力
と
熱
を
ま
か
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、　
屋
外
に
は
Ｃ
Ｏ　２
を
太

陽
光
に
よ
り
超
臨
界
状
態
に
し
て
動
力
発

生
を
行
い
余
剰
排
熱
を
回
収
し
よ
う
と
い

う
「
ソ
ー
ラ
ー
Ｃ
Ｏ　２
超
臨
界
ラ
ン
キ
ン
シ

ス
テ
ム
」
な
ど
も
設
置
さ
れ
、
将
来
的
に

は
こ
れ
ら
を
一
つ
に
集
約
し
た
新
し
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
変
換
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

次
世
代
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
変
換
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
は
、

社
会
的
ニ
ー
ズ
が
非
常
に
高
い
分
野
で
す
。

私
た
ち
は
学
内
外
か
ら
積
極
的
に
研
究
テ

ー
マ
な
ど
を
公
募
し
、
多
く
の
企
業
の
皆

さ
ま
と
連
携
し
な
が
ら
持
続
発
展
可
能
な

社
会
の
実
現
に
向
け
て
力
を
注
い
で
い
く

つ
も
り
で
す
。
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ

ひ
、
同
志
社
大
学
を
訪
ね
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
し
て
、

充
実
し
た
研
究
・
実
験
設
備

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
。
そ
れ
に
伴
い
、

健
康
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
物
質
或
い
は
地
球
温

暖
化
の
要
因
と
さ
れ
る
炭
酸
ガ
ス
の
排
出
が
生

じ
、　
し
か
も
与
え
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
全
部

が
有
効
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
得

な
い
。
さ
ら
に
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
際

し
て
は
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に

用
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
考
慮
し
、
総
合
的
な

評
価
を
行
わ
な
い
と
意
味
が
無
い
。
三
年
前
の

情
況
に
よ
れ
ば
、
本
学
の
年
間
電
力
・
水
道
使

用
量
の
炭
酸
ガ
ス
換
算
値
は
、
今
出
川
校
地
で

七
〇
〇
〇
ｔ
、
京
田
辺
校
地
で
八
〇
〇
〇
ｔ
に

お
よ
ぶ
。
後
者
の
場
合
一
〇
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
で
八

〇
〇
台
、　一
辺
四
〇
〇
ｍ
の
立
方
体
に
相
当
す
る
。

新
建
物
が
陸
続
と
し
て
建
設
さ
れ
た
現
在
で
は
、　

こ
の
量
は
更
に
そ
れ
以
上
に
増
大
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
に
た
ち
、
二
〇
〇
二
年
度

に
文
部
科
学
省
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
共
同
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
応
募
し
、
二
〇
〇
三
年
度
に

「
次
世
代
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
変

換
シ
ス
テ
ム
」
が
採
択
さ
れ
る
と
同
時
に
、
本

学
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が

発
足
し
、
研
究
推
進
の
た
め
の
新
建
屋
「
光
喜

館
」
が
本
年
三
月
に
完
成
し
た
。

二
〇
〇
三
年
度
は
初
年
度
と
は
い
え
順
調
に

成
果
が
出
始
め
、
三
回
の
技
術
セ
ミ
ナ
ー
（
う

ち
二
回
は
国
際
セ
ミ
ナ
ー
）
を
開
催
し
、
七
月

一
七
日
に
は
成
果
報
告
会
を
実
施
し
た
。
今
後

も
研
究
者
一
同
研
究
に
邁
進
す
る
心
積
り
、
各

界
の
絶
大
な
る
ご
支
持
を
期
待
す
る
。

藤
本
　
元

（
ふ
じ
も
と
　
は
じ
め
）

同
志
社
大
学
工
学
部

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
械
工
学
科

教
授

同
志
社
大
学
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
次
世
代
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
シ
ス
テ
ム
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

1

千田　二郎（せんだ　じろう）

同志社大学工学部機械システム工学科 教授

エネルギー変換研究センター長

専門分野は噴霧工学、燃焼工学、光学計測、

内燃機関など。新たな燃料設計手法による

高効率･低エミッション燃焼法の提案・研

究など、そのユニークな研究は国際的にも

評価が高い。しかしその横顔は、自他とも

に認める“歌って踊れるプロフェッサー”

人を引きつける魅力にあふれる、学生たち

の兄貴分的存在（熱血漢）。好きな言葉は

「人生、意気に感ず」「知恵、発想力、集中

力！」その他多数。



エ　
ネ　
ル　
ギ　
ー
変
換
研
究
最
前
線
！

同
志
社
大
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
分
野
の
第
一
人
者
が
共
同
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効
活
用
・
効
率
化
に
向
け
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
複
数
の
企
業
や
他
大
学
と
の
連

携
に
よ
り
、
実
用
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
技
術
も
あ
り
、
そ
の
注
目
度
は
高
ま
る
一
方
だ
。
今
回
は
、

研
究
セ
ン
タ
ー
で
活
躍
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
、
最
先
端
の
研
究
動
向
や
将
来
展
望
な

ど
を
伺
っ
た
。

私
た
ち
の
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
は
、「
エ

ク
セ
ル
ギ
ー
（
有
効
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
解
析
」

に
よ
る
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

の
性
能
評
価
で
す
。
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
熱
電
併
給
）
シ
ス
テ
ム
で
は
仕
事

（
電
力
）
と
熱
を
取
り
出
し
て
利
用
し
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
質
は
異
な

り
ま
す
。
ま
た
利
用
で
き
る
熱
は
比
較
的

低
温
で
す
。
熱
は
そ
の
熱
量
が
同
じ
で
も，

高
温
と
低
温
の
熱
の
価
値
は
同
じ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。　エ
ク
セ
ル
ギ
ー
解
析
で
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
�　
量
�　
だ
け
で
な
く
、　
�　
質
�　
に

つ
い
て
も
評
価
を
行
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
変
換
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
電
力
と
熱

が
ど
の
よ
う
に
研
究
施
設
で
消
費
・
供
給

さ
れ
て
い
る
か
を
実
際
に
計
測
し，

そ
の

評
価
に
基
づ
い
て
新
し
い
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
提
案
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
排
熱
を
回
収
し
て
再
利

用
す
る
「
熱
交
換
器
」
そ
の
も
の
の
高
効

率
化
で
す
。
高
温
流
体
か
ら
低
温
流
体
へ

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
渡
す
際
、
非
常
に

現
在
、
民
生
用
と
し
て
開
発
が
進
め
ら

れ
て
い
る
低
温
域
（
約
八
〇
度
）
で
作
動

す
る
固
体
高
分
子
形
（
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
）
燃
料

電
池
は
、
起
動
や
停
止
が
簡
単
で
安
価
な

材
料
が
使
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
電
気
変
換
効
率
が

悪
く
、
ま
た
廃
熱
温
度
が
低
い
た
め
、
コ

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は
使
い
に
く
い
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
が
注
目
し
た
の
が
、
中
温
域

（
約
三
〇
〇
度
）
で
作
動
す
る
燃
料
電
池
の

研
究
開
発
で
す
。
固
体
高
分
子
形
で
は
、

電
極
間
を
プ
ロ
ト
ン
（
Ｈ
）
が
移
動
す
る

た
め
の
電
解
質
材
料
と
し
て
「
イ
オ
ン
交

換
膜
」
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
が
、

一
〇
〇
度
以
上
の
温
度
に
は
耐
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
一
方
、
高
温
で
使
用
可
能
な
電
解

質
材
料
と
し
て
知
ら
れ
る
「
ポ
リ
リ
ン
酸

ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
（

）
」
は
一
定
の

温
度
を
超
え
る
と
融
解
し
液
化
し
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
ポ
リ

リ
ン
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
を
ス
ポ
ン
ジ
の
よ

う
な
多
孔
性
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
入
れ
、

液
体
が
流
れ
出
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
一

般
的
で
し
た
が
、
私
は
独
自
の
発
想
に
よ

っ
て
「
ア
ル
カ
リ
金
属
に
よ
る
部
分
置
換
」

と
い
う
方
法
を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ポ
リ
リ
ン
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
を
構
成
す
る

ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン　（

）　の
一
部
を
、

耐
熱
性
の
あ
る
カ
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
（
Ｋ
）

に
置
き
換
え
る
と
い
う
も
の
で
、
実
験
で

は
約
四
〇
〇
度
の
高
温
で
も
耐
え
ら
れ
る

こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
世
代
型
の
燃
料
電
池
は
、
来
る
べ
き
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
担
う
主
人
公
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
中
温
域
タ
イ
プ

排
熱
の
有
効
利
用
で
、

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換

シ
ス
テ
ム
を
提
案

中
温
域
タ
イ
プ
の

次
世
代
型
燃
料
電
池
を
開
発

千田　衞
(せんだ　まもる)

同志社大学工学部
機械システム工学科 教授

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
損
失
が
生
じ
ま
す
。

私
た
ち
は
京
都
大
学
や
企
業
な
ど
と
共
同

で
、
軽
量
な
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ン
を
熱
交

換
流
路
に
設
置
す
る
方
法
を
考
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
既
存
の
熱
交
換
器
に
も
適
用
で
き

る
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
実
験
の
段
階
で
す
が
、
熱
伝
達
率
が

約
二
倍
と
い
う
従
来
の
方
法
を
越
え
る
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
ま

っ
た
く
新
し
い
熱
交
換
器
（
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
熱
交
換
器
）
の
提
案
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。
発
電
機
は
回
転
部
か
ら
動
力
を
取

り
出
し
て
い
ま
す
の
で
、
熱
交
換
器
に
も

回
転
す
る
ア
イ
デ
ア
を
導
入
し
ま
し
た
。

衝
突
噴
流
と
い
う
流
れ
形
式
と
回
転
を
組

み
合
わ
せ
た
円
筒
形
の
熱
交
換
器
は
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
だ
と

思
い
ま
す
。

次
世
代
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
シ
ス
テ

ム
は
各
方
面
か
ら
注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
情
報
発
信
を

行
い
、
実
用
化
を
視
野
に
入
れ
た
実
際
的

な
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

稲岡　恭二
（いなおか　きょうじ）

同志社大学工学部
機械システム工学科 助教授

稲葉　稔
（いなば　みのる）

同志社大学工学部
機能分子工学科 助教授



他
に
類
を
見
な
い　
、　
炭
酸
ガ
ス
を

利
用
し
た
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

直
膨
型
太
陽
熱
発
電
シ
ス
テ
ム

の
も
の
は
扱
い
や
す
く
、
廃
熱
利
用
に
も

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
さ
ら
に
プ
ロ
ト
ン
の
伝
導
率
や
耐

久
性
の
向
上
を
目
指
し
て
研
究
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
同
志
社
大
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換

研
究
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
も
あ

る　
「
高
効
率
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
シ
ス
テ
ム
」

や　
「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」　
の
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
光
喜
館

の
屋
上
に
設
置
さ
れ
た
「
ソ
ー
ラ
ー
超
臨

界
Ｃ
Ｏ　２
ラ
ン
キ
ン
シ
ス
テ
ム
」　
で
す
。　
真
空

管
コ
レ
ク
タ
ー　
（
集
熱
器
）　で
太
陽
熱
を
取

り
込
み
、　
真
空
管
内
部
を
流
れ
る
Ｃ
Ｏ　２
を
高

温
高
圧
の
超
臨
界
状
態
に
し
て
、

そ
の
炭
酸
ガ
ス
で
直
接
タ
ー
ビ

ン
を
回
し
て
発
電
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
液
化
し
た
炭
酸

ガ
ス
は
、
ま
た
空
調
や
給
湯
に

利
用
さ
れ
た
あ
と
、
ポ
ン
プ
で

循
環
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

地
球
温
暖
化
の
要
因
と
さ
れ
る

Ｃ
Ｏ　２
で
す
が
、
私
た
ち
は
そ
の

�　
悪
役
�　
を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
の
で
す
。
超
臨
界

Ｃ
Ｏ　２
の
直
膨
型
コ
レ
ク
タ
ー
を
用
い
て
太

陽
熱
を
ラ
ン
キ
ン
シ
ス
テ
ム
で
集
め
よ
う

と
い
う
試
み
は
、
世
界
で
も
例
が
な
い
で

し
ょ
う
。

超
臨
界
の
研
究
は
ま
だ
ま
だ
未
知
の
領

域
で
、
高
温
高
圧
の
状
態
で
流
体
が
ど
の

よ
う
な
動
き
を
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な

機
能
を
持
つ
の
か
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と

特集 次世代エネルギー研究拠点　同志社大学エネルギー変換研究センターのすべて1

山口　博司
（やまぐち　ひろし）

同志社大学工学部
機械システム工学科 教授

エネルギーが現代社会においてなくてはなら

ない存在であることは万人が認めるところであ

る。そのエネルギーの使用量は人類発生以来の

歴史から考えると、近代において指数関数的に

増加している。古代におけるエネルギー源は、

身の回りにある再生可能なものを利用した。そ

れが産業革命以降、化石資源をエネルギー源と

して利用するようになり、前世紀では再生可能

な資源から、石炭、石油そして原子力にエネル

ギー源の主力を移し、その急激な需要増に応え

ていた。これらの化石資源は言うまでもなく、

地球が誕生した後、長い年月を経て蓄えられた

ものであり、一度その形を変えると元に戻すこ

とができない。

2 0 0 3年度の文部科学省フロンティア事業に

選定された「次世代ゼロエミッションエネルギ

ー変換システム」は、このような化石燃料にエ

ネルギー源を求めることによる現状を打破し、

また化石資源に偏重する現代社会に生じた環境

問題などを解決すべく計画されたものである。

2 0 0 3年4月に設置された「エネルギー変換研

究センター」は、工学部内の広い分野から研究

者を集めるのみならず、学外からも多くの研究

者の協力を得てこの研究を推進するための組織

である。エネルギー変換研究センターでは「高

効率エネルギー変換システム」、「ゼロエミッシ

ョン」、「燃料サイクルとエネルギー貯蔵」、「エ

ネルギー変換機器の最適化L C A評価」の分野を

中心に研究が進められ、その成果が注目されて

いる。

2 0 0 4年3月にはこの研究センターのための

新しい建物も完成し、研究設備も導入された。

今後さらに多くの方々がこのセンターを利用し

て研究を推進され、研究成果を広く発信するこ

とを期待している。

われわれの電気機器研究室においてもこのプ

ロジェクトに参加し、研究の一翼を担うべく

「電気二重層キャパシタによる電力貯蔵」につい

ての研究を進めている。電気二重層キャパシタ

による電力の貯蔵は、これまでの電力貯蔵の主

力であった鉛蓄電池に比較し、充放電の繰り返

し寿命が非常に長い、充放電に要する時間が短

い、充放電効率がよいなどの特徴を有している。

この電気二重層キャパシタを、出力が自然現象

に左右されて不安定な太陽光発電、あるいは風

力発電と組み合わせて安定した電力を得ようと

するものである。開発された技術は、電気二重

層キャパシタの更なる高性能化、低価格化の実

現により太陽光発電などとの組み合わせのみで

なく、電気自動車をはじめとして、さまざまな

場面での適用が期待できるものと考えている。 は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
超
臨

界
で
効
率
よ
く
作
動
す
る
タ
ー

ビ
ン
の
開
発
や
、
炭
酸
ガ
ス
を

閉
じ
こ
め
る
密
閉
技
術
や
シ
ー

ル
技
術
の
研
究
な
ど
、
ま
だ
ま

だ
シ
ス
テ
ム
の
本
格
稼
働
に
向

け
て
問
題
点
は
あ
り
ま
す
が
、

い
く
つ
か
の
企
業
と
産
学
連
携

で
研
究
開
発
を
重
ね
、
特
許
化

も
視
野
に
入
れ
た
成
果
も
生
ま

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
数
年
後
の

実
用
化
を
メ
ド
に
、
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル
や
公
共
施
設
な
ど
へ
の
導
入
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
発
電
シ
ス
テ
ム
は
、
持
続

発
展
が
可
能
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
も

価
値
あ
る
研
究
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
れ
か
ら
も
企
業
の
皆
さ
ま
と
幅
広
い
連

携
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

石原　好之
（いしはら　よしゆき）

同志社大学工学部
電気工学科 教授
工学部長



私
が
、
同
志
社
大
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
研

究
セ
ン
タ
ー
で
手
が
け
て
い
る
研
究
は
、
六

カ
テ
ゴ
リ
ー
十
六
テ
ー
マ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、
最
初
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
基
礎
計
測
」

に
関
す
る
研
究
で
す
。
燃
焼
室
の
中
で
起
こ

っ
て
い
る
非
定
常
な
現
象
（
燃
料
の
噴
射
か

ら
着
火
、　
生
成
物
の
排
出
ま
で
）　
を
あ
る
が
ま

ま
の
状
態
で
計
測
す
る
た
め
に
は
、　
�　
光
�　
を

利
用
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
レ
ー
ザ
ー
光

線
な
ど
を
使
っ
て
燃
焼
室
の
中
の
化
学
種
を

励
起
さ
せ
、
そ
の
蛍
光
を
抽
出
す
る
こ
と
で
、

す
す
の
濃
度
や
温
度
を
測
定
す
る
と
い
う
方

法
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
「
燃
料
研
究
」
で
す
。
エ
ン

ジ
ン
の
高
効
率
・
低
公
害
化
の
た
め
に
は
、

燃
焼
室
内
部
で
の
燃
焼
改
善
の
ほ
か
に
も
、

燃
料
そ
の
も
の
の
最
適
化
が
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
。
水
素
は
着
火
温
度
が
高
く
、
自
着

火
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
噴
射
圧

や
噴
射
ノ
ズ
ル
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
水
素

の
直
接
噴
射
・
自
着
火
を
実
現
し
、
非
常
に

高
効
率
な
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
を
作
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
京
都
市
環
境
局

と
共
同
で
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
用
い
た

燃
料
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
排
出

さ
れ
る
菜
種
油
を
メ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
反
応
に

よ
っ
て
高
品
質
化
し
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
に

適
用
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
一
九
九
七
年
に

は
京
都
市
の
ゴ
ミ
収
集
車
に
導
入
さ
れ
た
ほ

か
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
市
バ
ス
の
一
部
で
も

導
入
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
「
化
学
反
応
・
燃
焼
研
究
」
も

行
っ
て
い
ま
す
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の

燃
焼
室
内
部
に
、
液
化
Ｃ
Ｏ　２
と
軽
油
を
混
ぜ

た
混
合
液
を
加
え
る
こ
と
で
Ｃ
Ｏ　２
の
減
圧
沸

騰
が
起
こ
り
、
燃
料
の
蒸
発
が
早
く
な
っ
て
、

“エネルギー変換センターに期待する”

日本はエネルギーのほとんどを海外に依存してい

る。最近の中国のすさまじい発展、それを支える大

量のエネルギー消費( 2 0 0 2年/ 2 0 0 0年＝1 6 . 5～

1 9 . 5億t / 9 . 3億t＝約2倍)。言い換えれば、国の発

展はエネルギーの消費無くしては有り得ないと言っ

ても過言でない。

従来は、そのエネルギー源を石炭、石油、ガス等

の化石燃料、原子力に依存して来たが、原子力発電

設備の建設は見合わされ、現在はほとんど化石燃料

に依存している。しかし化石燃料についても環境の

観点から問題を有し、関係者は出来るだけ燃焼効率

を上げ、有害な排気成分を低減する研究開発を進め

ている。この分野の研究開発も進めるべきだと思う

が、その効果に半減等の大幅な改善は期待できない。

化石燃料以外に活用される資源はないのであろう

か？

2 0 0 2年1 2月に｢バイオマス･ニッポン総合戦略｣

が閣議決定された。これは農林水産省が文部科学省、

経済産業省、国土交通省、環境省と民間有識者の意

見を踏まえ策定され｢地球環境温暖化の防止｣ ｢循環

型社会の形成｣ ｢競争力のある新たな戦略的産業の育

成｣ ｢農林業、農村漁村の活性化｣の4本の柱で構成さ

れ、廃棄されているもの、未利用のものをエネルギ

ー源とし有効活用しようと言う考え方である。

同志社大学に｢エネルギー変換研究センタ－｣が開

設され期待するところ大である。

既に活用されているエネルギー、まだ活用されず

に放置されているエネルギー……これらを有効に活

用し、地球に対する負荷を出来るだけ少なくする

“エネルギーシステム”の基礎技術の創造、既存技

術に縛られない新システムの創出……。エネルギー

変換は一つの部位では成り立たない。種々の部位が

集まりシステムとして成り立っている。従ってどの

部位が劣っていてもエネルギー変換効率は下がる。

やはり、システム全体の総合研究が必要である。

“産学共同”古くから言われているが、上手く機

能していないのが現状ではなかろうか。論文の数を

稼ぐ為の研究、日銭を稼ぐ為の商品開発。これらは、

ある程度は仕方ないとしても、人件費の安い発展途

上国に直ぐまねされ、日本の発展にはほとんど寄与

しないと考える。

独創的なアイディア、基礎技術に裏付けられた商

品の創出が望まれる。大学と産業界（数社がアライ

アンスを組むのも歓迎）がお互いに持つ強みを活用

した“画期的なエネルギー変換システム”の創出こ

そ、日本が世界で戦い勝利を得る道であろう。

同
志
社
大
学
な
ら
で
は
の

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る

噴
霧
・
燃
焼
研
究

特集 次世代エネルギー研究拠点　同志社大学エネルギー変換研究センターのすべて1

全
体
的
な
す
す
の
発
生
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
同
時
に
Ｃ
Ｏ　２
の
熱
吸
収
作
用
に
よ

り
、
火
炎
温
度
が
低
下
す
る
た
め
Ｎ
Ｏ　Ｘ
も
発

生
し
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
ガ
ソ
リ
ン
と
軽
油

の
混
合
液
を
作
っ
て
、
自
動
車
用
に
応
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
物
理
的
・
化
学
的

な
側
面
か
ら
、
燃
焼
そ
の
も
の
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
よ
う
と
い
う
画
期
的
な
ア
イ
デ
ア
だ

と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
研
究
以
外
に
も
、
Ｄ
４
エ
ン
ジ

ン
と
呼
ば
れ
る
新
世
代
直
噴
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の

基
礎
解
析
を
ト
ヨ
タ
中
央
研
究
所
な
ど
と
共

同
で
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
堀
場
製
作
所
や
ヤ

ン
マ
ー
中
央
研
究
所
な
ど
と
と
も
に
コ
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
高
効
率
熱
電
変
換
シ
ス
テ

ム
の
研
究
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

企
業
の
皆
さ
ん
と
の
積
極
的
な
連
携
を
視
野

に
入
れ
た
研
究
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
幅
広
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

米 澤　徹　氏
ヤンマー株式会社

常務取締役

千田　二郎（せんだじろう）

同志社大学工学部
機械システム工学科 教授

噴霧・燃焼工学研究室のみなさんと



6月1 9・2 0日に国立京都国際会館にて開催され

ました「第3回 産学官連携推進会議」に、同志社

大学からは上記の3つの研究センターに加え、京都

府地域結集型共同研究事業の4ブースを出展し、大

きな関心を集めました。（バイオミメティックス研

究センターは、AFIIS知能情報センターと共同出展）

また、本年1 0月2 3日に開催いたします「第3回

同志社大学リエゾンフェア」において、この3セン

ター所属の教員による講演および技術シーズ発表

を行います。このイベントの詳細は、L I A I S O N

CAFE2をご覧ください。

研究はもちろんのこと、各センターごとに積極

的な成果の発信を行っています。例をあげると、

◎京都府立嵯峨野高等学校こすもす科の皆さんと

太田哲男先生（工学部機能分子工学科 教授）

「有機物の色と光の不思議」

事前に太田先生の講義を受けた生徒の皆さんが、

この日は白衣姿で実験に臨み、自分達で試薬を選

択して有機化合物の発光反応を体験しました。組

み合わせによって様々な色に輝く有機物を観察す

る目は、まるで立派な科学者のようでした。

こ
のたび、経済産業省「地域新生コンソー

シアム研究開発事業」にて、本学からの

提案課題である『混合溶液を用いた減圧

沸騰噴霧による C V D新気化供給装置の開発』が採

択されました。

同志社大学では工学部噴霧・燃焼工学研究室(指

導教員：藤本元・千田二郎）を中心に、堀場製作

所をはじめとする企業とのコンソーシアムで、

C V D新気化供給装置とそれに最適な成膜材料を開

発し、さらには地域経済への貢献を目指します。

この研究は、同研究室にて開発されたディーゼ

ルエンジンのための技術を、薄膜形成技術のひと

近畿経済産業局が実施している「総合エネルギ

ー広報事業（全国講演キャラバン）」。今回は、同

志社大学リエゾンオフィスが毛利衛氏（宇宙飛行

士・日本科学未来館館長）をお迎えして9月1 1日

に開催しました。

当日は5 0 0名の参加があり、客席への質問も交

えながらの毛利氏による基調講演「宇宙から見た

エネルギーと生命」の後、永井士郎氏（きっづ光

科学館ふぉとん館長）・毛利氏・3名の高校生によ

るパネルディスカッションを行いました。コーデ

ィネータ役の和田元（リエゾンオフィス所長）が

「さあ皆さん、地球に戻ってきてください」と声を

かけて始まったディスカッションは、熱心に質問

する高校生達と、丁寧に答える毛利・永井両氏の

姿がとても印象的でした。

引き続いて、エネルギー変換研究センターを見

学。千田二郎センター長（工学部教授）の説明の

後、本学工学部大学院生による案内で、実験室を

見学しました。

バイオミメティックス研究センター http://www1.doshisha.ac.jp/~kkano/BMRC%20HomeJ.html

竹の高度利用研究センター http://bac.doshisha.ac.jp/

エネルギー変換研究センター http://www1.doshisha.ac.jp/~ene-cent/

研究開発推進機構 http://kikou.doshisha.ac.jp/
（このページからも各研究センターへのリンクが貼られています）

つであるC V D成膜に用いるという新しい発想に基

づいています。成膜材料には、ディーゼル燃料の

最適化のための二成分系混合溶液のノウハウを、

C V D成膜装置には、ディーゼルエンジン噴射弁の

技術を応用し、従来方式での使用が困難であった

多種多様な成膜材料への適用を可能にします。加

えて、装置構造の簡略化により、環境への負荷が

低減されます。

いよいよ研究がスタートしました。ニューズレ

ターL I A I S O Nも可能な限りレポートしたいと思い

ます。今後の研究動向に皆さまどうぞご期待くだ

さい。

◎京都府立東舞鶴高等学校のみなさんと大窪和也

先生（工学部エネルギー機械工学科 助教授）

「環境にやさしい新素材（グリーンコンポジット）

を作ろう」（竹の高度利用研究センター）

注目の集まるグリーンコンポジット。竹を使っ

た強化プラスチックの作製に取り組んだ生徒の皆

さんは竹の強度測定も行ない、身近な植物である

竹の意外な力に驚いた様子。翌日には成形品をス

ケートボードに加工し、楽しく試走したそうです。

8月8日、けいはんなプラザ（精華町）において

開催された同イベントに、本学からは「染・いろ

いろ／たまねぎで染めてみよう」と題し、リエゾ

バイオミメティックス研究センターから優秀な若

手研究者を表彰するBMRC Award、竹の高度利用

研究センターによる文部科学省S P Pプログラム、

エネルギー変換研究センターの国際セミナーなど、

各界から高い評価を頂戴しております。一般参加

が可能な講演会も多数ありますので、ぜひ一度、

足をお運びください。

管理法人 学校法人同志社

研究実施機関 同志社大学

株式会社 堀場製作所

株式会社 堀場エステック

株式会社 アセック

アドバイザー 大阪府立大学

総括研究代表者 石田耕三
株式会社堀場製作所取締役副社長

副総括研究代表者 千田二郎
同志社大学工学部教授

未来の科学者、集まれ！

■ 文部科学省 サイエンス･パートナーシップ･プログラム

■ けいはんなDEサイエンス

本学では、文部科学省「科学技術・理科大好きプラン」の一環として実施されているこのプログラムに講

師を派遣しています。8月6日には、2つの高校の生徒達が京田辺キャンパスで実験を行いました。

ンオフィス産学連携コーディネータの永田・島田

を中心に、タマネギの皮を用いた染色実験を行な

いました。普段は企業の方々や教員との接点が多

いコーディネータですが、理科大好き、子ども大

好きな素顔を見せていました。イベント自体には

4 0 0人の子どもたちが集まり、『科学とものづく

り』の感動を得て帰ったようです。（夏休みの宿

題もできたかな？）

各センターではホームページによる情報発信を

積極的に行っています。講演会のお知らせや報告

も随時更新されていますので、チェックしてみて

ください。また、このたび、研究開発推進機構の

ページも完成いたしました。あわせてご覧いただ

けると幸いです。

研究センター活動紹介

いつになく夏らしい夏だった今年。皆さまはどのようにお過ごしになられたのでし

ょうか。この夏に行った子ども・高校生向け事業をご報告いたします。

毛利衛氏来る！
「エネルギーの未来を考える」シンポジ
ウムを開催

同志社大学には、研究開発推進機構のもとに10の研究センターがあり、学問分野の垣根を越えた活発な研究を行っております。

今回は、バイオミメティックス研究センター、竹の高度利用研究センター、エネルギー変換研究センターの活動模様をご紹介いたします。



会
社
の
経
営
状
態
を
知
る
手
が
か
り
の
一
つ
に
、
決
算
書

（
財
務
諸
表
）　
を
読
み
解
く
�　
経
営
分
析
�　
と
い
う
手
法
が
あ

る
。　
し
か
し
、　
高
度
な
数
学
・
統
計
学
に
関
す
る
専
門
知
識

が
必
要
な
う
え
、　
伝
統
的
な
手
法
の
場
合
、
判
断
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
る
絶
対
的
な
基
準
値
が
か
な
ら
ず
し
も
明
確
で
は

な
い
。　「
た
と
え
る
な
ら
、　
医
者
が
患
者
の
血
圧
や
脈
拍
を
計

っ
て
、　病
気
を
当
て
る
よ
う
な
も
の
。　
ま
さ
に

�　
熟
練
工
�　
の

世
界
な
ん
で
す
」
と
話
す
の
は
、
同
志
社
大
学
商
学
部
の
松

本
敏
史
助
教
授
。
大
手
企
業
の
幹
部
ク
ラ
ス
を
対
象
に
し
た

経
営
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
と
し
て
活
躍
す
る
松
本
助
教
授
だ
が
、
以

前
か
ら
こ
う
し
た
伝
統
的
な
経
営
分
析
の
手
法
に
は
疑
問
を

感
じ
て
い
た
と
い
う
。

会
社
の
経
営
状
態
や
動
向
を
、
だ
れ
も
が
容
易
に
、
か
つ

的
確
に
判
断
で
き
る
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か

―
。
こ
の
よ

う
な
視
点
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、
松
本
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
称
さ
れ
る

『
企
業
力
指
数
』
で
あ
る
。
「
収
益
力
と
い
う
場
合
、
ポ
イ
ン
ト
は
、

経
常
収
入
（
売
上
高
等
）　
と
経
常
支
出
（
営
業
費
用
、　
支
払
利
息
等
）

の
バ
ラ
ン
ス
で
す
」　
と
松
本
助
教
授
。
�　
収
入

支
出
�
の
比
率
が

�　
一

一
�　
（
基
準
値
一　
･  

〇
）
以
上
で
あ
れ
ば
、
企
業
経
営
は
安
定
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
ふ
と
ひ
ら
め
い
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ

た
と
話
す
。

企
業
力
指
数
の
最
大
の
特
徴
は
、
経
営
判
断
に
必
要
な
デ
ー
タ
項

目
が
少
な
く
、　
だ
れ
も
が
容
易
に
判
定
可
能
と
い
う
点
だ
。
具
体
的
に

は
表
１
に
挙
げ
る
五
つ
の
要
素
に
よ
っ
て
判
断
す
る
。
こ
れ
ら
の
要

素
は
、　
損
益
計
算
書
と
貸
借
対
照
表
に
記
載
さ
れ
た
七
つ
の
数
値
に
よ

り
、　
簡
単
な
公
式
で
指
数
化
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
五
つ
の
指
数
を
単

純
平
均
し
た
も
の
が
企
業
力
指
数
に
な
る
と
い
う
わ
け
だ
。
表
２
の

よ
う
に
、
指
数
を
ひ
と
目
見
る
だ
け
で
、
企
業
の
経
営
状
態
を
判
断

す
る
こ
と
が
で
き
る
。　
実
際
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
倒
産
企
業
を

検
証
し
た
と
こ
ろ
、　
そ
の
的
中
率
は
な
ん
と
九
〇
％
を
超
え
た
。　
こ
の

企
業
力
指
数
は
書
籍
や
Ｃ
Ｄ

Ｒ
Ｏ
Ｍ
と
し
て
出
版
さ
れ
た
ほ
か
、
最

近
で
は
取
引
先
の
経
営
診
断
に
利
用
す
る
上
場
企
業
も
現
れ
て
い
る
。

こ
の
企
業
力
指
数
の
原
型
は
、
一
九
九
四
年
か
ら
数
年
間
、
松
本

助
教
授
が
参
加
し
て
い
た
「
現
代
会
計
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
の
中
で

生
ま
れ
た
も
の
だ
。
名
古
屋
の
監
査
法
人
の
公
認
会
計
士
や
商
社
マ

ン
、
大
学
の
研
究
者
な
ど
が
メ
ン
バ
ー
の
産
学
協
同
の
研
究
会
で
、

「
当
時
、
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

�　
与
信
限
度
枠
�　
の
設
定

手
法
を
考
え
る
の
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
ん
で
す
」
と
振
り
返
る
。
与
信

松本　敏史（まつもと　としふみ）

同志社大学商学部 助教授

専門は、財務会計理論の研究。特に、将来起こりうる偶発事象を対

象とした会計（引当金会計，年金会計など）。大学で教鞭をとる傍

ら、企業の現場に足を運び、経営分析に関わるさまざまな講演会や

セミナーの講師として活躍する。趣味は水泳とドライブだが、最近

は多忙のためプライベートな時間を楽しむ余裕がないのが悩みの

種。同志社大学応援団（指導部、チアリーダー部、吹奏楽部）の顧

問としても奔走。「応援団諸君は大学の宝」なのだとか。

企業力指数の活用で、
企業の経営状態をひと目で判断

的
中
率
九
〇
％
以
上
、
驚
異
の
企
業
力
指
数

企
業
の
実
務
担
当
者
と
共
同
で
、
画
期
的
な
倒
産
判
別
法
を
確
立



あ
る
投
資
を
行
う
か
否

か
を
判
断
す
る
場
合
、

ま
ず
そ
の
投
資
か
ら
将

来
い
く
ら
の
お
金
が
入

っ
て
く
る
か
（
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
）
を
予
測

す
る
。
そ
し
て
そ
の
金

額
か
ら
時
間
価
値
（
利

子
）
を
除
い
て
現
在
価

値
を
割
り
出
し
、
こ
れ

と
必
要
な
投
資
額
を
比

較
す
る
方
法
で
あ
る
。

し
か
し
、
投
資
後
の
評

価
で
は
、
こ
の
時
間
価
値
が
考
慮
さ
れ
ず
、
さ
ら
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
概
念
が
売
上
高
や
営
業
費
用
と
い
っ
た
損
益
概
念
に
す
り
替
わ

っ
て
し
ま
う
。「
事
前
の
意
思
決
定
に
用
い
た
基
準
と
事
後
の
評
価
に

用
い
る
基
準
が
異
な
る
の
は
お
か
し
い
」。
松
本
助
教
授
は
複
雑
な
投

資
評
価
方
法
を
パ
タ
ー
ン
化
し
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
使
っ
て
だ
れ
も
が
簡
単
に
計
算
で
き
る
方
法
を
開
発
し
た
い
と
意

欲
を
見
せ
る
。

も
う
一
つ
、
学
術
研
究
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

会
計
監
査
の
国
際
比
較
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ

の
国
際
比
較
で
あ
る
。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
（
イ
ギ
リ
ス
）、
サ
ラ

ゴ
サ
大
学
（
ス
ペ
イ
ン
）、
ヨ
ー
テ
ボ
リ
大
学
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
と

の
国
際
共
同
で
進
め
て
い
る
も
の
で
、「
欧
米
の
会
計
監
査
が
証
拠
を

か
き
集
め
て
徹
底
的
に
調
査
す
る

�　
科
捜
研
�　
タ
イ
プ
で
あ
る
の
に

対
し
、
日
本
の
ほ
う
は
伝
統
的
に
情
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た

�　
刑

事
コ
ロ
ン
ボ
�　
タ
イ
プ
」
と
松
本
助
教
授
。
面
白
い
調
査
結
果
も
出

て
い
る
そ
う
で
、
将
来
的
に
は
一
つ
の
論
文
と
し
て
発
表
し
た
い
と

笑
顔
を
見
せ
る
。

市
場
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、
企
業
間
競
争
が
激
し
さ
を
増
す
な
か
、

松
本
助
教
授
が
研
究
を
進
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
分
析
手
法
は
ま
す

ま
す
重
要
性
を
高
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、
中
小
企
業

の
経
営
活
力
を
呼
び
覚
ま
す
�
曙
光
�
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

限
度
額
と
い
う
の
は
、
売
掛
金
や
手
形
で
ど
こ
ま
で
取
引
先
に
モ
ノ

を
売
っ
て
い
い
か
と
い
う
こ
と
。
そ
の
金
額
の
大
小
は
相
手
企
業
の

信
用
度
（
倒
産
確
率
）
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
し
か
し
そ
れ
を
計
算
す

る
具
体
的
な
公
式
が
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。

「
決
算
書
の
内
容
（
定
量
情
報
）
を
分
析
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
決

算
書
に
は
表
れ
な
い
定
性
情
報
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」。
た

と
え
ば
、
ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
転
職
や
主
力
製
品
の
衰
退
、
従
業
員
の

モ
ラ
ル
低
下
、
個
人
資
産
の
売
却
な
ど
、
定
性
情
報
に
は
い
く
つ
か

の
要
素
が
あ
る
。
松
本
助
教
授
ら
研
究
グ
ル
ー
プ
は
こ
う
し
た
情
報

を
、「
人
的
情
報
」「
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
」「
資
金
情
報
」「
雰
囲
気
・
風

評
」「
危
篤
情
報
」
の
五
要
素
に
区
分
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
ユ
ニ
ー

ク
な
『
倒
産
情
報
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
』
を
作
成
。
定
量
情
報
と
組
み
合

わ
せ
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
相

手
の
倒
産
確
率
が
分
か
る
倒
産

判
別
法
（
倒
産
指
数
）
を
考
え

た
。「
企
業
の
経
営
破
綻
が
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
た
と
き
で
、

私
た
ち
の
研
究
は
か
な
り
注
目

さ
れ
ま
し
た
」
と
松
本
助
教
授
。

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
る
企

業
実
務
者
と
実
際
に
交
流
し
、

と
も
に
問
題
点
の
解
決
を
目
指

そ
う
と
い
う
産
学
連
携
の
か
た

ち
は
一
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

な
り
そ
う
だ
。

松
本
助
教
授
は
こ
れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、
新
た
な
投

資
評
価
の
指
標
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
い
る
。
投
資
の
意
思
決
定
と

い
う
と
き
、
必
ず
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
の
が
現
在
価
値
法
で
あ
る
。

複
雑
な
投
資
評
価
の
指
標
づ
く
り
に
意
欲



今
や
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
、
工
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
自
動
化
機
械
（
ロ
ボ
ッ
ト
）
が
活
躍
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
社
会
的
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

を
受
け
、
「
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
、
よ
り
広
い
意
味
で
移
動

体
の
自
動
化
（
ビ
ー
ク
ル
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
」
の

研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
同
志
社
大
学
工

学
部
の
橋
本
雅
文
教
授
だ
。
ひ
と
口
に
ビ
ー
ク
ル
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
と
言
っ
て
も
、
セ
ン
シ
ン
グ
や
制
御
、

情
報
処
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
技
術
を
結
集
し
な
け

れ
ば
実
現
で
き
な
い
。「
私
が
特
に
力
を
注
い
で
い
る

の
は
、
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の
確
立
で
す
」。

た
と
え
ば
、
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
を
自
動
走
行
さ
せ
る
と

き
、
ま
ず
最
初
に
自
分
が
ど
こ
に
い
る
か
を
ロ
ボ
ッ
ト

に
認
識
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い　（
自
己
位
置
認
識
）。

ま
た
、　
障
害
物
と
の
位
置
関
係
を
常
に
把
握
し
て
お
か

な
け
れ
ば
衝
突
し
て
し
ま
う
。　
こ
の
と
き
、　
超
音
波
や
小

型
カ
メ
ラ
を
使
う
方
法
も
あ
る
が
、　
橋
本
教
授
は
�　
レ

ー
ザ
光
�
に
注
目
。
ロ
ボ
ッ
ト
か
ら
レ
ー
ザ
光
を
発
射

し
、
光
の
方
向
や
反
射
し
て
戻
っ
て
く
る
ま
で
の
時
間

を
計
測
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
位
置
や
相
手
の
動

き
を
推
定
す
る
。
他
の
セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
は
異

な
り
、
指
向
性
に
優
れ
、
明
る
さ
の
変
動
に
強
い
た
め
、

計
測
精
度
が
非
常
に
高
い
の
だ
と
い
う
。
か
つ
て
、
レ

ー
ザ
装
置
と
い
え
ば
高
嶺
の
花
だ
っ
た
が
、「
最
近
で

橋本　雅文（はしもと　まさふみ）

同志社大学工学部情報システムデザイン学科 教授

移動ロボットやビークルのセンシング・制御・安全システム研究の

第一人者。「ロボットはあくまで、人間が扱う自動機械」がポリシ

ー。人間に適応する安全で賢いビークルシステムの開発を目指す。

趣味は見知らぬ町に出かけてのシティーウォーキングと最近始めた

硬式テニス。夢は S F映画に出てくるような、大群で飛行する小さ

な飛行ロボットのビークルオートメーションだとか。

は
、
手
頃
な
値
段
で
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
今
後
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
と
も
に
セ
ン
シ
ン
グ
を
担
う

中
核
技
術
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま

す
」
と
自
信
を
深
め
る
。

橋
本
教
授
は
さ
ら
に
、
セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
レ

ー
ザ
光
ひ
と
つ
に
絞
る
の
で
は
な
く
、
車
体
の
速
度
や

傾
き
、
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ン
サ
情
報
を

取
り
込
ん
で
、
セ
ン
シ
ン
グ
の
性
能
や
信
頼
性
を
よ
り

高
め
る
「
セ
ン
サ
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
（
セ
ン
サ
情
報
統
合
）」

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。「
こ
の
と
き

問
題
に
な
る
の
は
、
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
複
数
の
情
報

を
統
合
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
」
と
橋
本
教
授
。
異

な
る
セ
ン
サ
情
報
を
統
合
す
る
と
き
、
い
ち
い
ち
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
（
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
）
を
書
き
換
え
て
い
る
の

で
は
非
常
に
効
率
が
悪
い
。
例
え
ば
、
パ
ソ
コ
ン
の
Ｕ

Ｓ
Ｂ
ポ
ー
ト
に
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
差
し
込
む
だ
け

で
、
簡
単
に
情
報
統
合
が
で
き
る

�　
プ
ラ
グ
＆
プ
レ

センシングや制御システムを活用し、
高機能で安全なビークルシステムを研究

レ
ー
ザ
ー
光
線
を
使
っ
て

精
度
の
高
い
セ
ン
シ
ン
グ
を
確
立

プ
ラ
グ
＆
プ
レ
イ
で

柔
軟
性
の
あ
る
情
報
統
合
を
目
指
す



イ
�
の
よ
う
な
柔
軟
性
の
高
い
セ
ン
シ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
の
開
発
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

異
な
る
情
報
を
簡
単
に
う
ま
く
統
合
す
る
シ
ス
テ
ム

が
具
現
化
で
き
れ
ば
、
複
数
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
分
の
体

内
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
な
ど
を
使
っ
て
、
自
己
位
置

や
お
互
い
の
動
き
、
環
境
の
様
子
を
互
い
に
伝
達
し
な

が
ら
、
協
調
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
に
当
た
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。　「
セ
ン
サ
（
目
）
と
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ　
（
脳
）、　
モ
ー
バ
イ
ル
（
移
動
）　
を
一
体
化

し
た
シ
ス
テ
ム
の
開
発
は
一
つ
の
ブ
レ
ー
ク
ス

ル
ー
に
な
る
は
ず
」　
と
橋
本
教
授
。
今
後
、

セ
ン
サ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
小
型
化
・
高
性

能
化
が
ど
ん
ど
ん
と
進
む
な
か
で
、
橋
本

教
授
が
考
え
る
次
世
代
型
セ
ン
シ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

も
う
一
つ
、
橋
本
教
授
が
力
を
注
い
で
い
る

の
は
、
安
全
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
だ
。
科
学
者

の
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ア
シ
モ
フ
が
一
九
六
〇
年
代
に

提
唱
し
た

�　
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
三
原
則
�　
の
一
つ
に
、

「
ロ
ボ
ッ
ト
は
人
間
に
危
害
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
」

と
い
う
条
項
が
あ
る
。
人
間
社
会
に
ロ
ボ
ッ
ト
が
溶
け

込
み
つ
つ
あ
る
今
、
暴
走
を
し
な
い
、
危
な
い
と
判
断

す
れ
ば
自
動
的
に
装
置
を
停
止
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
（
フ

ォ
ル
ト
ト
レ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
の
開
発
は
急
務
と
な

っ
て
い
る
。「
絶
対
に
故
障
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ

り
得
な
い
。
故
障
を
前
提
と
し
た
シ
ス
テ
ム
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
を
追
求
し
て
い
ま
す
」。

橋
本
教
授
が
数
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、

身
障
者
用
の
電
動
車
い
す
の
安
全
制
御
だ
。
車
い
す
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ー
タ
や
セ
ン
サ
が

ど
の
よ
う
な
故
障
を
す
る
の
か
、
そ
の
可
能
性
を
組
み

合
わ
せ
て
モ
デ
ル
化
（
モ
デ
ル
ベ
ー
ス
ド
な
故
障

診
断
）
し
、
車
い
す
に
認
識
さ
せ
よ
う
と
い
う

も
の
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
シ
ス
テ
ム
の
ど

の
部
分
が
壊
れ
た
か
を
判
断
し
て
、
そ

れ
を
補
う
よ
う
に
モ
ー
タ
を
動
か
し
て

危
険
回
避
す
る
。
「
こ
の
技
術
は
さ

ま
ざ
ま
な
ロ
ボ
ッ
ト
や
ビ
ー
ク
ル

に
応
用
で
き
る
。
実
用
化
に
向
け

て
、
ぜ
ひ
企
業
の
皆
さ
ん
と
問
題

点
の
解
決
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
ロ
ボ
ッ
ト

を
あ
る
目
標
に
誘
導
す
る
に
は
、

モ
ー
タ
を
ど
の
よ
う
に
動
か
せ
ば

よ
い
か
の
「
制
御
シ
ス
テ
ム
」
の

研
究
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。　
セ
ン

シ
ン
グ
や
安
全
シ
ス
テ
ム
と
密
接
な

関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
領
域
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を

踏
ま
え
な
が
ら
新
し
い
自
律
走
行
シ
ス
テ

ム
を
開
発
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

橋
本
教
授
は
、
複
数
の
車
輪
が
協
調
し
な
が
ら
荷
物

を
運
搬
す
る
「
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
（
複
数
の
車
輪
ユ
ニ
ッ

ト
を
持
っ
た
）
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
開
発
し
た
。
一
つ

ひ
と
つ
の
車
輪
に
セ
ン
サ
や
モ
ー
タ
、
制
御
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
と
通
信
系
を
付
加
し
た
も
の
で
、
荷
物
の
傾
き
や

移
動
速
度
な
ど
を
自
己
判
断
し
な
が
ら
、
平
坦
地
や
傾

斜
地
を
安
全
か
つ
確
実
に
目
的
地
ま
で
運
搬
す
る
。
車

輪
そ
の
も
の
を
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
と
ら

え
た
発
想
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
設
計
の
柔
軟
性
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
か
ら
、
高
い
評
価
を
得
た
と
い
う
。

高
齢
社
会
が
進
展
す
る
な
か
、
「
今
後
は
、
だ
れ
も

が
安
全
に
自
動
車
を
運
転
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て

い
き
た
い
」
と
橋
本
教
授
。
最
近
で
は
、
自
動
車
が
相

手
と
の
車
間
距
離
を
計
測
し
て
自
動
的
に
減
速
す
る
シ

ス
テ
ム
が
実
用
化
さ
れ
て
い
る
が
、
橋
本
教
授
は
さ
ら

に
一
歩
踏
み
込
み
「
自
動
車
が
人
間
の
行
動
心
理
を
把

握
し
、
危
険
な
行
動
を
未
然
に
防
止
す
る
安
全
運
転
支

援
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。

近
い
将
来
、
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
は
五
千
億
円
も
の

市
場
に
成
長
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
ロ
ボ
ッ
ト
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
Ｒ
Ｔ
）
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
複
合
技
術

が
集
積
し
て
い
ま
す
。
他
分
野
へ
の
応
用
も
十
分
に
期

待
で
き
る
の
で
は
」
と
橋
本
教
授
。
同
志
社
大
学
か
ら

飛
び
出
し
た
次
世
代
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
私
た
ち
に
と
っ

て
身
近
な
存
在
に
な
る
日
も
近
い
か
も
し
れ
な
い
。

ロ
ボ
ッ
ト
が
故
障
を
自
己
診
断
す
る

フ
ォ
ル
ト
ト
レ
ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
集
積
さ
れ
た

要
素
技
術
の
応
用
に
期
待



辻
内

二
〇
〇
二
年
五
月
、
同
志
社

大
学
に
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
が
発
足

し
、
二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、

産
学
連
携
が
社
会
潮
流
と
な
り
、
大
学

と
企
業
を
橋
渡
し
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
同
志
社
大
学
で
は
今
年
四
月
、

東
京
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
」
に
、
ま
た
八
月
に
は
「
ク
リ
エ
イ

シ
ョ
ン
・
コ
ア
東
大
阪
」
に
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ

ィ
ス
を
開
設
し
ま
し
た
。
関
東
な
ら
び
に
東

大
阪
地
域
の
産
学
連
携
推
進
拠
点
と
し
て
学

内
外
か
ら
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し

ょ
う
か
。
今
ま
で
の
ご
経
験
も
含
め
て
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

永
田

私
は
、
同
志
社
大
学
リ
エ
ゾ
ン
オ

フ
ィ
ス
の
存
在
を
と
に
か
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
主
に
中
小
企
業
を
中
心
に
企
業
訪

地域社会や企業ニーズの高まりを受け、同志社大学リエゾ
ンオフィスが発足して二年が経過した。その間、リエゾン
オフィスの人材や活動拠点（京都、大阪、東京）、また大学
が発信するシーズも充実し、今後の取り組みにますます注
目が集まっている。
今回は、産学連携の実現に向けて東奔西走する「産学連携コ
ーディネーター」に登場いただき、仕事の魅力ややりがい、
同志社大学の多彩なシーズについて熱く語ってもらった。

特集 -2- コーディネーター奮闘記 番外編

同志社大学
リエゾンオフィスと
産官学連携の現状

大
学
と
企
業
の
�　
架
け
橋
を
�

目
指
し
て
、　
期
待
が
高
ま
る

リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス

各
界
か
ら
の
お
こ
と
ば

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
各
界
の
皆
様
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

お
立
場
か
ら
み
た
産
官
学
連
携
の
現
状
と
、
同
志
社
大
学
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ

ィ
ス
へ
の
お
こ
と
ば
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

三
氏
に
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

高度経済成長以降、企業における研

究開発は、中央研究所を頂点にピラミ

ッド型の体制の下、現業を越え新規分

野の領域までも網羅して、基礎研究か

ら事業化を目指して取組み、結果とし

て日本を経済大国へと導きました。し

かし、バブル崩壊後、企業は生き残り

を賭けた事業の選択と集中を推進し、

利益を生まない事業は切り捨て、各事

業単位の縦割り体制の下、研究開発は

厳しく管理されることになりました。

利潤追求が目的である企業としては、

また国際競争に勝ち抜くためには、こ

の姿が本来の姿であろうということは

株式会社　神戸製鋼所

機械エンジニアリングカンパニー

開発センター　開発部 主任部員

田中　達也 氏

誰もが認めるところであります。一方、

企業のあるべき姿とは矛盾しますが、

選択と集中が進んだ結果、産業界全体

で基礎研究に対する余裕が無くなった

ことも事実であります。私はこの矛盾

を埋めるキーワードが産官学連携によ

る研究開発にあると考えています。大

学（学）は、従来の企業の中央研究所の

ようにシーズを持ち基礎研究を推進し、

企業（産）はその種を事業化する。公的

機関（官）は資金提供も含め学と産を結

ぶ接着剤として、より効率的に研究開発

が推進されるよう導く。これらの役割

分担が上手く機能して初めて、産官学

連携による新技術が育ち、結果として

国際競争力がつくと考えます。そのよ

うな中で、同志社大学リエゾンオフィ

スには産官学連携のコーディネータ役

として、大学の持つシーズを幅広く情報

公開し、素早くコンソーシアムを構築

できるような活動を期待するものです。

辻内　伸好
同志社大学リエゾンオフィス副所長

工学部機械システム工学科 教授



こ
ろ
で
す
。
今
後
は
、
商
工
会
議
所
な
ど
公

的
機
関
に
も
積
極
的
に
足
を
運
び
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

辻
内

よ
り
価
値
の
あ
る
産
学
連
携
を
進

め
て
い
く
う
え
で
、
同
志
社
大
学
が
何
を
売

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
真
剣
に

な
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

西
田

た
く
さ
ん
の
大
学
が
集
積
す
る
関

東
地
域
で
、「
な
ぜ
同
志
社
大
学
な
の
か
」
と

い
う
こ
と
を
訴
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

同
志
社
大
学
に
は
、　
�　
竹
の
研
究
�
や
�　
バ

イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ッ
ク
ス
�
な
ど
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
の
テ
ー
マ
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
大
学

や
企
業
を
訪
問
し
て
も
非
常
に
良
い
反
応
を

頂
い
て
い
ま
す
。

永
田

あ
る
企
業
か
ら
、
竹
を
利
用
し
た

食
器
や
プ
レ
ー
ト
の
商
品
開
発
を
し
た
い
と

い
う
相
談
が
あ
り
、
竹
を
研
究
し
て
い
る
先

生
か
ら
指
導
な
ら
び
に
積
極
的
な
協
力
を
い

た
だ
き
、
一
つ
の
成
果
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
大
学
側
の
シ
ー
ズ
の
売
り
込

み
も
大
切
で
す
が
、
企
業
の
視
点
に
立
っ
た

実
際
的
な
研
究
テ
ー
マ
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

島
田

地
域
の
中
小
企
業
の
と
こ
ろ
へ
、

学
生
を
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
派
遣
す
る
新

し
い
産
学
連
携
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

大
学
と
地
域
社
会
が
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
発
信
す
る
こ
と
が
で

特集 同志社大学リエゾンオフィスと産官学連携の現状2

問
を
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
企
業
の
皆

さ
ん
は
、　
産
学
連
携
に
一
定
の
関
心
を

持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
�　

大
学
は
敷
居
が
高
い　
�
と
感
じ
て
お
ら

れ
る
の
が
現
状
で
す
。
ま
ず
は
企
業
の

皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
じ
っ
く
り
と

伺
っ
て
、
本
音
を
引
き
出
す
。
そ
れ
か

ら
、
技
術
相
談
、
受
託
・
共
同
研
究
と

い
う
よ
う
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら

成
功
事
例
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

島
田

今
年
、
京
田
辺
市
を
は
じ
め
、

宇
治
、
伏
見
、
東
大
阪
に
あ
る
企
業
百

六
十
社
を
対
象
に
、
同
志
社
大
学
リ
エ

ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
「
産
学
連
携
の

情
報
を
得
た
い
」
と
い
う
意
見
が
目
立

ち
ま
し
た
。
何
か
新
し
い
事
業
を
立
ち

上
げ
た
い
（
第
二
創
業
）、
事
業
の
柱

を
も
う
一
つ
作
り
た
い
（
多
角
経
営
）

な
ど
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
が
持
っ
て

い
る
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
を
キ
ャ
ッ
チ

し
て
、
産
学
連
携
の
実
現
を
具
体
化
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
田

私
は
、　
�　
大
学
の
研
究
テ
ー

マ
は
商
品
、
企
業
は
ユ
ー
ザ
ー
�
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
間
を
い
か
に
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
す
る
か
が
テ
ー
マ
の
一

つ
で
す
。
当
面
の
役
割
は
、　
同
志
社
大

学
の
研
究
室
を
徹
底
的
に
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
。
ま
ず
は
、
�　
学
学
連
携
�
に

取
り
組
も
う
と
い
う
こ
と
で
、
関
東
地

域
の
大
学
約
二
十
校
を
訪
問
し
て
、
産

学
連
携
の
現
状
や
企
業
の
ニ
ー
ズ
、
大

学
の
取
り
組
み
を
お
伺
い
し
て
い
る
と

同
志
社
大
学
な
ら
で
は
の

価
値
あ
る
研
究
テ
ー
マ
を
発
信

近年、少子化や国立大学の法人化を背景として、

大学における地域貢献への関心が高まっていると言

われています。また、地域社会においては、産学官

連携を通じた新産業や新事業の創出による地域経済

活性化への期待が大きくなっています。

大学の優れた研究成果を実用化に結びつけ社会に

還元しようとする産学官連携の取組は、ここ数年間

で急速に拡大しつつあり、数々の大学発ベンチャーも

誕生しています。しかしながら、教職員の意識改革

も含めた各大学の産学官連携の取組は、全体として

は発展途上の段階にあると言えます。知的財産の取

り扱い一つにしても、産学官の協力関係が多様化し

ていく中、個別の事例をひとつずつクリアして経験

を積み重ね、ルールを確立していくことが必要です。

大学の地域貢献と産学官連携
文部科学省　科学技術・学術政策局　基盤政策課

地域科学技術振興室　室長

田口　康 氏

文部科学省としては、けいはんな地域など全国1 8地

域で実施している「知的クラスター創成事業」、東大

阪など全国3 7地域で実施している「都市エリア産学

官連携促進事業」等により、地域と大学が一体とな

って新事業創出を目指す産学官連携の取組を推進し

ています。これらを通じ、地域に持続可能な産学官

連携システムを構築するとともに、大学が教育、研

究を通じて地域における役割を積極的に果たしてい

くための環境の整備を図っています。

同志社大学においては、リエゾンオフィスを核と

して、けいはんなや東大阪など関西地域を中心に共

同研究や起業支援活動等を積極的に行っていると承

知しています。また、2 0 0 4年度の事業計画には、

文科系産学連携事業の促進が盛り込まれています。

大学が、産学官連携を通じて、住民の生活に直結し

た地域特有の課題解決に取り組んだり、全国的な課

題解決のモデルとなる先進的な取組を行うことは、

大学の社会貢献・地域貢献という観点からも、人

文・社会科学の発展という観点からも、非常に重要

だと考えます。同志社大学の幅広い分野における産

学官連携の取組に今後も大いに期待しています。

西田　迪生
同志社大学リエゾンオフィス
産学連携コーディネーター

（東京）

島田　秀弥
同志社大学リエゾンオフィス
産学連携コーディネーター

永田　和彦
同志社大学リエゾンオフィス
産学連携コーディネーター
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同志社大学リエゾンオフィスが設立されてから2年

が経過しました。

私の同志社大学さんとのお付き合いは、平成9年の

ある先生との交流がきっかけでした。当時は組織的な

産学連携に取り組まれているのは、一部の先進的な大

学のみという状況でした。

当時と比べ産学連携を取り巻く環境も各段に変化

し、大学発ベンチャーも8 0 0社に及ぶ状況となってい

ます。同志社大学もこの間の取り組み、特にリエゾン

オフィス設立後の急速な充実ぶりは目を見張るものが

あります。

この間の動きの中で、私が注目している点が三つあ

ります。

一つ目は、「仲間づくりのうまさ」です。同志社大

学は、複数の関西私立大学の連合による「知的財産管

理体制強化連絡協議会」の立ち上げの中心となられ、

また、クリエイション・コア東大阪の産学連携ブース

にも龍谷大学と同部屋入居されるなど、大学間の連携

にいち早く取り組まれています。また、地域連携でも、

地元京田辺市との各種連携を積極的に進められ、この

秋には包括協定締結にまで発展する予定とも伺ってい

ますし、東大阪の企業との接点も早くから培われるな

ど、地域との連携、大学間の連携といったネットワー

クをコーディネートされることに長けた大学であると

認識しています。

産学連携のうねりを高めていくためには周りのサポ

ートが不可欠であり、柔軟な仲間づくりができる大学

であることは成功への重要な要素ではないでしょう

か。

二つ目は、「産学連携の取り組みに対する熱意」で

す。先生方、事務局の方々とお話して感じるのは、産

学連携を大学における教育・研究活動の大きな柱とし

たいとの強い思いです。大学としての産学連携に取り

組む意義を共有し、一丸となって取り組まれる姿勢は

大きな推進力となります。

最後に何よりも、「人材育成力の高さ」です。ある企

業の方から、「大学との連携は先生だけを見るのではな

く、学生の質も含めた総合力を見るべき」とのご意見

を頂戴しました。同志社大学の学生の評価は高いと聞

いております。こうした人材を育成できる力が産学連

携に大きなプラスになるものと思います。

同志社大学の持たれる強みを十分に発揮され、確固

とした信念の下、同志社大学らしい、同志社モデルと

も言える産学連携の発展を大いに期待しています。

産学連携の高まりと
同志社大学への期待
近畿経済産業局地域経済部産学官連携推進課

技術交流第一係長

足立　光晴 氏

き
る
し
、
学
生
に
と
っ
て
も
現
場
を
知
る
良

い
機
会
に
な
り
ま
す
。
京
都
の
南
部
地
域
に

あ
る
中
小
企
業
を
巻
き
込
ん
だ
、
同
志
社
大

学
な
ら
で
は
の
特
徴
あ
る
仕
掛
け
づ
く
り
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

辻
内

今
後
の
活
動
目
標
や
抱
負
な
ど
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

永
田

産
学
連
携
が
一
つ
の
社
会
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
学
ば
か
り
が
積
極

的
で
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
は
ま
だ
ま
だ
こ

れ
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。

産
学
連
携
が
企
業
に
と
っ
て
ど
ん
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
か
、
大
学
の
知
的
財
産
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
も
ら
う
の
か
、
こ
れ
か
ら

時
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
と
お
話
し
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
田

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
へ
足
を
運
ん
で
、

顔
を
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
の
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。「
こ
ん
な
技
術
は

な
い
か
」「
こ
ん
な
先
生
を
知
ら
な
い
か
」
な

ど
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
い
い
の
で
同

志
社
大
学
の
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
を
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

島
田

具
体
的
な
モ
ノ
づ
く
り
、
形
づ
く

り
を
視
野
に
入
れ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
例
え
ば
、　
竹
の
爆

砕
技
術
な
ど
は
チ
ッ
プ
を
作
る
技
術
と
し
て

応
用
で
き
ま
す
ね
。
長
期
的
に
大
き
な
も
の

ば
か
り
を
狙
う
の
で
は
な
く
、
研
究
の
中
か

ら
生
ま
れ
た
一
つ
の
技
術
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
て
、
何
か
製
品
化
に
結
び
つ
く
も
の
が
な

い
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

辻
内

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
皆
さ
ん
が
、
個
性
的
で
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。　

Ａ
と
い
う
技
術
と
Ｂ
と
い
う
技
術
を
組
み
合

わ
せ
れ
ば
、
こ
ん
な
新
し
い
モ
ノ
が
生
ま
れ

る
と
い
う
意
外
性
の
あ
る
提
案
を
ど
ん
ど
ん

進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、　
同
志
社
大
学

リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
を
盛
り
立
て
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

独
自
の
技
術
マ
ッ
チ
ン
グ
で

中
小
企
業
の
ニ
ー
ズ
を

掘
り
起
こ
し



今年の7月2日は、知的財産センターにとって記念すべき日でした。特許庁電

子図書館で工学部笹岡教授らの発明「無線通信システム、無線通信方法および無

線局」が同志社の第1号として出願公開されていることを確認しました。これは、

同志社が知的財産活動を行っていることを特許庁が公示してくれたことになり

ます。

昨年4月「大学でコーディネータを募集しているが、手伝ってみる気はないか」

と先輩から話があり、早速その夜、電子図書館で出願人「同志社」を検索すると、

特許、実用新案ともにヒットなしでした。この時点では、発明を機関帰属とす

ることに改訂された発明規程が施行されたばかりで、むしろ当然のことでした。

同7月に知的財産コーディネータに就任し、それまでの特許出願を年内に出願

公開させて、大学が知的財産活動を本格的に開始したことを公式データで示せ

るようにしたいと考えました。（年間公開件数といった数字は、ランキングする

のによく使用されています。）これには早期公開請求という制度を使うことが可

知的財産コーディネータ奮闘記 -１
能ですが、このような手続きをするには、弁理士への委

任状が必要であり、その準備の時間的余裕がないことが

判明して断念しました。こんなこともあって、出願公開

第1号はこの7月になりました。それにしても機関帰属は昨年4月にスタートし

たのに、1年3カ月後に出願公開第1号が出たのには理由があります。このこと

に関しては、後日号で触れることがあるかもしれません。

このニューズレターを皆さまが手にされる頃には、同志社から7件位出願公開

されていると思います。特許庁のＨＰには、特許庁電子図書館があり、その中

で産業財産権（特許権、実用新案権、意匠権、商標権）の出願・権利の状況等

各種のデータを無料で開示しています。ぜひ皆さまのパソコンで確認してみて

下さい。また、同志社大学リエゾンオフィスのＨＰにも特許情報を掲載する予

定ですので、アクセスしてみて下さい。

知的財産コーディネータ 中尾　敦信

イベントのご案内：申し込み方法等、決まり次第リエゾンオフィスHP
（http://liaison.doshisha.ac.jp）に掲載いたします。

第3回 同志社大学リエゾンフェア

日時■10月23日（土）13：00～19：30

場所■同志社大学京田辺キャンパスにて

カラオケの発明者であるが特許申請をせず、巨万の富を逃したがそれを笑

い飛ばし、T I M E誌の「今世紀もっとも影響力のあったアジアの2 0人」のひ

とりにも選ばれた井上大佑氏の特別講演のほか、LIAISON CAFE1でご紹介

した研究センターによる講演・技術シーズ発表、ラボツアー、研究シーズ展

示など、盛りだくさんの内容で開催いたします。

企業・大学の連携のあり方について

－知的財産の活用の視点から－

日時■10月29日（金）13：00～17：00

場所■同志社大学今出川キャンパスにて

関西大学・関西学院大学・甲南大学・龍谷大学・大阪産業大学・同志社大学

の知的財産部門でつくる関西私立大学知的財産管理体制強化連絡協議会が主

催するシンポジウム。産官学各界それぞれの立場からみた産学連携と知的財

産の活用について考えます。基調講演は内閣官房知的財産戦略推進事務局長

の荒井寿光氏。パネルディスカッションもあります。

同志社大学ビジネスプランコンテスト

DOSHISHA New Island Contest

日時■11月27日（土）午後より

場所■同志社大学今出川キャンパスにて

ついに、同志社大学の学生による初の学生ビジネスプランコンテストを開催

いたします。学生たちは、春からこの日に向けての準備を着々と進めており

ます。コンテスト当日は、思いもよらないビジネスプランが発表されるかも

しれません。この日は同志社E V Eの期間です。どうぞ、今出川へお越しくだ

さい。

激怒した、と言っておりますが、本当は見た目どおりにとても温和な廣安先

生。スタッフの中では唯一の関東弁使いです。官公庁･企業の方との交流会では、

にこやかに名刺を配りまくっていた、という関係者目撃情報もあり。キャンパス

内で学生さんと見間違えてしまうほど、若々しくエネルギッシュな先生です。

I N F O R M A T I O N

8月2 0日、東大阪市における産学連携の拠点、クリエイション･コ

ア東大阪がオープン。同志社大学リエゾンオフィスもオフィスを構

えました。週2日（原則、火・木）はコーディネータが駐在し、皆

さまからのご相談に応じます。

これまでに培った東大阪地区と同志社大学の産学連携の芽をさらに

大きく育てるべく、このクリエイション･コア東大阪を拠点に活動し

てまいります。東大阪地区の皆さま、ぜひ一度お立ち寄りください。

同志社大学リエゾンオフィス（クリエイション･コア東大阪）
東大阪市荒本北50-5クリエイション･コア東大阪南館2212号室（東大阪市役所隣）
TEL:050-3376-2633

お越しの際は、事前に京田辺リエゾンオフィスにご連絡ください　
TEL:0774-65-6223

N E W S

そろそろ秋の足音が聞こえてまいりました。いかがおすごしで

すか？今号はページ数を増やしてお届けいたしました。同志社大

学の研究シーズ、リエゾンオフィスのこと、お伝えしたいことが

たくさんありすぎて、いつも頭を悩ませております。秋はイベン

トシーズン。リエゾンオフィスでもたくさんのイベントを企画し

ております。どこかの会場で、お会いいたしましょう。

フェア

講演会

コンテスト

廣安　知之（ひろやす　ともゆき）

知的財産センター所長代理

今年4月より知的財産センター所長代理に就任。工学

部知識工学科助教授。並列処理で行う最適化が専門分野

で、パソコンをネットワーク結合してスーパーコンピュ

ータを構築する研究にも取り組んでいる（LIAISON vol.6にて特集）。現在、

リエゾンオフィスHPを最適化中。近い将来の大ヒットサイトを目指す。

ひ

と

こ

と

同志社大学に隠れている知的財産をきちんと社会に評価し

ていただけるよう、学外と学内の両方に向けて積極的に活

動していきます。そこでは同志社の伝統と志を大切にした

やり方を模索したいと思います。

◎ 先日行われたアテネオリンピックではフェンシング競技が放映されなかっ

たため、同志社大学１回生の太田君の活躍を見ることができず、激怒した

そうです。

◎ 今夏のゼミ合宿（同志社びわこリトリートセンター）にて。到着後のスポ

ーツ大会に備え部屋で休息し、いざテニスコートに行ってみると･ ･ ･誰も

おらず。そのときゼミの皆さんは、揃って外部のスポーツ施設にいたらし

い。「あれは寂しかったです･･」と話してくれました。



「
ひ
と
粒
の
麦
」
は
、
同
志
社
創
立
者
で
あ
る
新
島
襄

の
生
き
様
を
表
し
て
い
る
聖
句
で
あ
り
、
現
在
も
同

志
社
の
原
点
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
同
志
社
で
生
ま
れ
た
技
術
と
、

同
志
社
で
育
つ
研
究
者
を
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

行　

）　

同志社大学 〒610-0394 京都府京田辺市多々羅都谷1-3 同志社大学京田辺キャンパス ラウンジ棟1階
リエゾンオフィス Tel : 0774-65-6223 Fax : 0774-65-6773

E-mail : j t - l i a i s @ m a i l . d o s h i s h a . a c . j p URL http://liaison.doshisha.ac.jp/ 

今出川 〒602-0023 京都市上京区烏丸通上立売下ル御所八幡町103 同志社大学今出川校地 寒梅館2F
リエゾンオフィス Tel：075-251-3147 Fax：075-251-3046

東京 〒108-0023 東京都港区芝浦3-3-6 キャンパスイノベーションセンターサテライトキャンパス606
リエゾンオフィス Tel：03-5440-9100 Fax：03-5440-9124

LIAISONバックナンバーは、HPでご覧いただけます。

基
板
表
面
の
改
質
で
、
安
定
し
た

結
晶
成
長
が
可
能
に

電
子
製
品
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
�　
化

合
物
半
導
体
�　
。
大
鉢
忠
教
授
は
、
窒
化
ガ

リ
ウ
ム
を
中
心
と
し
た
窒
化
物
半
導
体
の
結

晶
成
長
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
一
般
に
、
半

導
体
の
結
晶
構
造
に
は
、
高
い
イ
オ
ン
性
を

持
っ
た
（
電
圧
が
発
生
し
や
す
い
）「
六
方
晶

形
」
と
、
イ
オ
ン
性
が
少
な
く
構
造
が
安
定

し
た
「
立
方
晶
形
」
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

電
子
デ
バ
イ
ス
と
し
て
理
想
的
な
の
は
、
シ

リ
コ
ン
や
ガ
リ
ウ
ム
ヒ
素
に
代
表
さ
れ
る
立

方
晶
形
な
の
で
す
が
、
立
方
晶
窒
化
物
半
導

体
で
は
そ
の
製
造
手
法
は
ま
だ
完
全
に
確
立

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

「
下
地
（
シ
リ
コ
ン
基
板
）
を
う
ま
く
工
夫

す
る
こ
と
で
、
立
方
晶
形
の
半
導
体
を
作
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
」　
と
話
す
の
は
、
大

鉢
教
授
が
指
導
す
る
電
気
・
電
子
材
料
第
一

研
究
室
所
属
の
菊
池
友
さ
ん
。
立
方
晶
形
と

い
う
の
は
、
一
辺
の
長
さ
が
決
ま
っ
た
微
細

な
マ
ス
（
格
子
定
数
）
が
集
ま
っ
た
も
の
で

す
が
、
シ
リ
コ
ン
基
板
の
上
に
窒
化
ガ
リ
ウ

ム
を
の
せ
て
も
、
こ
の
格
子
定
数
が
異
な
る

た
め
に
結
晶
が
う
ま
く
成
長
し
ま
せ
ん
。
菊

池
さ
ん
は
大
鉢
教
授
と
と
も
に
、
シ
リ
コ
ン

基
板
と
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
の
間
に
、　
�　
シ
リ
コ
ン

カ
ー
バ
イ
ド
（
Ｓ
ｉ
Ｃ
）　�
を
は
さ
ん
で
結
晶

成
長
さ
せ
る
方
法
を
考
案
。「
シ
リ
コ
ン
表
面

を
炭
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
化
合
物
の
親
和
性

が
高
ま
り
、
安
定
的
な
立
方
晶
形
を
作
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
胸
を
張
り
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
な
技
術
で
省
エ
ネ
を
実
現

シ
リ
コ
ン
基
板
の
上
に
立
方
晶
形
の
結
晶

を
成
長
さ
せ
る
方
法
は
、　
京
田
辺
キ　
ャ　
ン　
パ　
ス　

Ｒ　
Ｃ　
Ａ　
Ｓ　
Ｔ　

（
注
１
）

内
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

（
注
２
）

に
設
置
さ
れ
て
い
る
『
分
子
線
エ
ピ
タ
キ
タ

シ
ー
（
Ｍ
Ｂ
Ｅ
）』
と
い
う
装
置
に
よ
っ
て
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
Ｍ
Ｂ
Ｅ
を
用
い
て
宇
宙

空
間
と
同
じ
よ
う
な
超
高
真
空
状
態
の
低
温

度
領
域
で
薄
膜
成
長
を
行
な
う
こ
の
技
術
は
、

「
わ
ず
か
な
材
料
で
実
験
す
る
こ
と
が
で
き
、

有
害
物
質
を
排
出
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

無
駄
が
少
な
く
、
環
境
に
優
し
い
技
術
で
す
」

と
大
鉢
教
授
は
話
し
ま
す
。

次
世
代
の
電
子
デ
バ
イ
ス
の
開
発
を
視
野

に
入
れ
た
大
鉢
教
授
と
菊
池
さ
ん
の
研
究
は
、

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
注
目
を
集
め
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

注
１

同
志
社
大
学
工
学
部
先
端
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

注
２

Ｍ
Ｂ
Ｅ
装
置
の
あ
る
本
学
の
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
は
、
一
立
方
フ
ィ

ー
ト
あ
た
り
に
直
径
0.5
ミ
ク
ロ
ン
以
上
の
粒
子
が
一
〇
個
以
下
と
い
う
、

「
ク
ラ
ス
10
」
の
レ
ベ
ル
。

大鉢　忠（おおはち　ただし）

同志社大学工学部電気工学科 教授

専門は、電子・電気材料工学、応用物性・結晶工学など。

2 0 0 1年度に選定された「ナノハイブリッド構造応用技

術の研究」（文部科学省 私立大学学術研究高度化推進事

業ハイテク・リサーチ・プロジェクト）ではプロジェク

トリーダーとして活躍する。多忙な合間を縫って、テレ

ビドラマや映画を鑑賞するのが趣味。深夜番組に熱中し

て、気がつくと寝る時間をすぎていた…なんてことも。

菊池　友（きくち　とも）

同志社大学大学院工学研究科

電気工学専攻 博士課程（後期課程）1年次生

「自分なりの仮想をたてて、そのとおり

の実験結果が得られたときは最高の気

分」と笑顔で話す。大学図書館にある講

談社ブルーバックスはすべて読破したと

言い切る、根っからの科学少年。「宇宙

第一世代の材料屋になる」と大志を語る。

次
世
代
の
化
合
物
半
導
体
の

開
発
を
目
指
し
て


